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会社概要 
商  号 伸和コントロールズ株式会社 
創  業 1962年6月21日 

      （伸和工業株式会社として発足） 
設  立 1967年12月15日 
資本金  5,000万円 
事業内容 精密液体温調装置，精密温湿度制御装置， 

   電磁弁の開発・設計・製造・販売 
従業員数 313名（2014年6月30日時点） 

   グループ全体で345名 
グループ会社 伸和テクノス株式会社， 

    台湾伸和控制工業股份有限公司 



会社概要 
国内拠点 

海外拠点 
台湾伸和控制工業股份有限公司 
中国サービスセンター（上海，北京） 
韓国サービスセンター（Hwasung） 
米国サービスセンター（Portland） 

本社 
 川崎市麻生区五力田 

大阪営業所 
 大阪市中央区平野町 

長野事業所 
 伊那市高遠町 伸和テクノス㈱ 

 諏訪郡下諏訪町 

九州事業所 
 大村市雄ヶ原町 

熊本工場 
 球磨郡山江村 
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当社の製品群 

バルブ 精密液体 
温調装置 

精密温湿度 
制御装置 

ウルトラクリーン 
装置 

ラッチ式
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ドライエアー
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化学物質
除去装置 

流 体 制 御 技 術 

半導体・液晶・有機EL業界 医療・分析・油圧業界 



バルブ製品（機器事業） 
医療機器・分析機器・燃料電池・人工衛星など 
多岐にわたる産業分野で流体コントロールに使用 

直動式 
幅広い流体圧力のコントロール 

ダイアフラム式 
流体と鉄材を分離し、腐食性流体に対応 

マグネットラッチ式 
バルブ開閉切替時のみ電力消費する省エネ 

 電動弁 
モータ駆動制御により高精度な
流量制御を実現 



装置製品（装置事業） 
半導体やFPDの製造プロセスにおいて必要
な、温度・湿度管理を行う装置 

ウエハ生成工程の熱除去 
塗布・現像工程の温・湿度制御 
エッチング時の熱除去 
ウエハ検査，ダイシング，最終検査の温度制御 
液晶パネルエッチング装置の温度制御 

半導体製造工程のあらゆる場面で当社技術が活用 



小型化 

従来機 

プロジェクトの目的 

装置事業で成功したＴＲＩＺを機器事業（バルブ）に展開 

第8回日本TRIZシンポジウム2012で装置事業の開発事例発表 

装置プロジェクトに機器設計者も参加 

H
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フットプリント１／２！ 



プロジェクトの目的 
電磁弁、電動弁の分野において、ＴＲＩＺを
活用した２件の開発を進行 

耐久性が 
落ちる。 

制御精度を 
上げると… 

形状が 
大きくなる。 

大流量・高耐圧
を実現すると… 

バルブ製品のアップグレード 



プロジェクトの概要 
進行していた開発を一本化するような案件が発生！ 

装置機能を 
アップグレード 
したいんだが・・・ 

バルブが 
ボトルネックになる 



プロジェクトの概要 

電動弁 

動作 
耐久性 

制御 
分解能 

純水 
対応 

バルブ開発の 
「３つのキーワード」 

10年間連続動作 
 24時間・3,650日 
 動作し続ける 

分解能数千以上 

比抵抗18MΩ・cm 
導電率 
 0.055μS/cm at 25℃ 

導電率の比較例（at 25℃） 
 水道水：約100～200μS/cm 
 海 水：約50,000μS/cm 



プロジェクトの取組み 

製品 特徴 長所 短所 

A 容量係数が大きい 駆動力が強い 微少流量の制御不向き 

B 分解能が良い モータ部の信頼性が良い 可動部品が多い 

C 安価 可動部が少ない 分解能が悪い 

一般的な電動弁の特徴 

彼方を立てれば此方が立たず 
• 高性能だが低寿命 
• 高寿命だが低性能 



プロジェクトの取組み 
一般的な電動弁の流量特性例 

分割できる範囲が少ない 



プロジェクトの取組み 
テーマ決定 

アイデアの整理/分類 

商品コンセプトの選定 

機能属性分析 原因－結果分析 

発明原理 による 
アイデア出し 

進化のパターン による 
アイデア出し 

知識DB，SFRから 
アイデア出し 

サブシステムごとのアイデア結合 

主システムのコンセプト生成 

最終システムコンセプトの絶対評価 

問題の本質化 
(根本原因の抽出) 

TRIZによる 
アイデア出し 

アイデアの 
有効化 

(選択と連結) 

システムの 
絶対評価 

根本原因抽出 

工学的矛盾定義 究極の理想解の検討 

アイデアの連想と成長／BS 

ARIZ 

TRIZ全体フロー 参考文献：㈱アイデア 



プロジェクトの取組み 
 優れたアイデアを出すためには、的確な問題定義が不可欠 

 
 問題の本質を掴むには？ 

 
 システム全体像を俯瞰してみることで新たな気づきを得る 

機能属性分析を実施 
システム全体の各要素の機能関係を俯瞰する 

電動弁の各要素の関係を整理 



プロジェクトの取組み 

有用作用 
有害作用 

システムモデル図（Ｇｏｌｄｆｉｒｅから抜粋） 

例）モータ 
有用作用：ギアを回す 
有害作用：摩耗粉を発生させる 
⇒摩耗粉を低減させる対策必須 



プロジェクトの取組み 
各要素の関係を整理後、要素毎に潜在的リスク
および改善策を検討 
設計FMEA表 



プロジェクトの取組み 

電動弁要求品質 
 動作耐久性があること 
 流量特性がリニア特性 

（直線性）であること 
 純水が使用できること 

線形近似との最大誤差：現行品の1/3 
 動作耐久性は現在評価中 
 純水への対応は材質評価を経て、耐性があ

る材質を使用 



プロジェクトの成果 

• 装置事業で成功した経験を機器事業へ展
開できた 

• 困難な開発に対し、問題（課題）を整理
する事で、解決の糸口を掴む事ができた 

• 今まで行っていた開発行為に新しい見方
を入れる事で、アイデアの発想が変わる
経験ができた 



今後の展開 

• 本プロジェクトを推進し、開発を終了さ
せる 

• 開発案件での取組みを増やし、当社製品
の価値向上を推進する 

当社経営理念 
顧客の強い支持を得る優れた製品・技術を提供する 

提案型企業となる 
社員の幸福を願い、企業の繁栄により社員が喜んで 

全力で働く会社となる 
地域との共生を図り、地域社会の経済文化の発展に 

貢献する企業となる 



ご清聴ありがとうございました。 

伸和コントロールズ株式会社 
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